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Title:   

消火主管遮断弁の欠陥（SOLAS 条約第 II-2 章/規則 10.2.1.4.1 および規則 10.2.1.4.4 関連） 

Typical deficiency (outline of comment) by PSC:   
 
「消火主管の遮断弁が完全に閉止できず、当該弁を閉止した状態でも主消火ポンプを運転す

ると、主甲板において大量の漏水が確認された。」 
 
「消火主管の遮断弁が完全に閉止できず、機関室の消火栓から大量の漏水が発生した。」 
  
Port State --- Port: --- 
Action taken by PSC:  Detention / Rectify before Departure / Others (                ) 
Description:   
 
消火主管遮断弁（SOLAS II-2 / Reg.10.2.1.4.1, Reg.10.2.1.4.4）の目的は、貨物区域または機関

区域における局所的な損傷によって消火主管系統全体が使用不能となることを防ぎ、損傷を

受けていない区域において引き続き消火栓を使用可能な状態に維持することにあります。 
一部の PSC 検査では、必要な水圧が維持されている場合であっても、隔離された区画の消火

栓から継続的に放水が認められる場合には、遮断機能が十分に確保されていないと判断さ

れ、指摘を受けることがあります。この場合の重要なポイントは、必要な水圧を満足することだ

けではなく、必要な時に遮断弁が消火主管を確実に遮断できる性能を有していることです。 
 
遮断弁が「閉」の状態で、閉止した先の前方区画にある消火栓が「開」の状態において、当該消

火栓より水漏れが確認された場合は、直ちに当該遮断弁を修理する必要があります。 
 
遮断弁が有効に機能しない事例は頻繁に見受けられます。主な原因として、以下が挙げられ

ます。   
• 弁座の腐食、またはシール部品の劣化・変形   
• 弁が水平または逆向きに設置されていることに加え、適切な保守が実施されていないことに

よる堆積物の蓄積   
• 泥分や堆積物を多く含む水で運転したことによる弁内部への堆積物の蓄積 
 
SOLAS 条約第 II-2 章/規則 14.2.2 に従った保守および予防措置としては下記が挙げられます。 
• 必要に応じて分解を含む定期点検を実施し、遮断弁内部の状態を確認すること。   
• 可動部へのグリスアップを行うとともに、適切な機能を維持するため、定期的に開閉操作を

実施すること。   
• 泥分や堆積物を多く含む水域で消火ポンプを使用した後は、消火主管系統を十分にフラッ

シングし、特に遮断弁内部の清掃を行うこと。   



代表的な隔離弁の不具合の例 

 

一般的な配置例（参考図） 

 

 



 


